
町長の見て・聞いて・話して
　第１５回の事業所訪問は、４月１７日に株式会社アグリカ
ルチャ－センタ－を訪問し、石川浩専務取締役にお話を伺
いました。
　株式会社アグリカルチャ－センタ－は、昭和６１年（１９８６
年）にエノキタケの生産からスタ－トし、現在はマイタケ、シ
イタケを加えた３品目を主要商品として、年間約１，４００ト
ンの出荷を行う大規模なキノコ栽培工場です。
　案内していただいた工場内は、自動化された大規模生
産設備でのエノキタケの栽培が行われており、手作業の
生産工程では、芽が出たらエノキがまっすぐ伸びるよう専
用のシ－トを巻きつける「紙巻」という作業が素早く手際よ
く行われていました。エノキタケは日量５，０００ｋｇほど生産
され、首都圏を中心に大手ス－パ－、卸業、外食業等で幅広
く販売されていました。
　生産工程においては、他産地に先駆けエノキタケの自
動化ラインを導入し、農業と工業の融合化を進めた関東一
の工場であり、さらに農薬を一切使用しない「無農薬生産
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町内には、優れた技術を持った会社が多く
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ライン」をいち早く実現す
るなど、研究・開発に余念の
ない姿勢が随所に見られま
した。
　全社員５８名のうち、社員
は若く、新人からベテランま
で調和が保たれているのと
同時に、高齢者や障害者も
積極的に雇用し、働きやす
い職場環境作りに常に配慮
されていました。

自然界の食物連鎖の輪を、
さらに繋ぐ役割を果たすと
いう使命感の基に、環境・地域・人にやさしい企業であると
感じました。
わが社の主力商品
　当社の生産するキノコは、全生産量の８５％をエノキタ
ケが占めております。エノキタケは杉オガ屑・米糠等を使
用し、色白でしっかりとした歯ごたえがあります。
　マイタケは広葉樹オガ屑・フスマ・トウモロコシ粕等を使
用し、大株で軸が太くて香り・味が強く、歯切れのよい仕上
がりです。国産の原料を主として奥秩父の清涼な水を使用

ここに自信あり
　当社は、エノキタケの培養プロセスに関連する特許の申
請、キノコの栽培設備に関しての特許を取得するなど、生
産技術や製品技術のレベルアップの向上に努めるととも
に、平成８年（１９９６年）には「彩の国さいたま工場」の認定
を受けるなど行
政や地域との交
流も活発に行っ
ております。平成
３０年（２０１８年）に
は世界基準のＡＳＩ
ＡＧＡＰ認証を取
得しております。

石川専務取締役（左）

生産工程の説明を受ける森町長
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代表取締役社長　石川貞夫
専務取締役　　　石川　浩
５８名
１９８６年
本社：秩父市上宮地町30-20
小鹿野工場：小鹿野町下小鹿野601-1
０４９４-７５-０１１１（小鹿野工場）

会社概要

エノキタケの紙巻作業（上）と包装作業（下）


